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編 集 後 記
平成25年度の『人間社会学部紀要』には4学科の教員による「論文」6本と「研究ノート」1本
が掲載されました。学科によっては学部紀要以外にも学内の学術誌に特集を組んでいるため，各学
科からの投稿の数は必ずしもバランスが取れていませんが，それぞれの論文には学科の専門分野の
特色が示され，本号も人間社会学部ならではの研究の集成になったと思われます。お世話になった
すべての方々にお礼を申し上げ，本紀要のいっそうの充実のために，編集委員一同，今後も力を尽
くして参りたいと思います。
心理学科の教員は生活心理研究所の所員としても活動している。当研究所紀要への論文投稿予定
があるため，今号の投稿は1本のみとなった。心理学科では，昨年度に引き続き，「卒業生の集い」
に参加する卒業生にメンターとなってもらい在学生のキャリア相談を行う「心理学科メンターフェ
ア」を3月に実施する予定である。同時に，新企画として，卒業生と在学生の生涯にわたるキャリ
ア開発を促進するために，キャリアデベロップメントアドバイザー（外部から招聘）による個別面
談も実施する予定である。このように，卒業生の力を借りつつ，卒業生に対してもキャリア開発支
援を行う。在学中だけではなく卒業後もキャリア支援を継続していきたい。（島谷）
現代教養学科では新学部新学科の編成により教員の入れ替わりがあった。それに伴い，学科内
のグローバル化が進み，シンガポール出身のシム チュンキャット先生をお迎えした。社会科学
をより強く意識した「ソーシャルスタディーズ」，「メディアスタディーズ」，「グローバルス
タディーズ」のコース再編による教育が今年度からスタートし，来年度からは専門科目としての英
語教育をさらに充実させるため，学科の教員それぞれが各自の専門分野について英語教材を使って
教えるThematicApproachinEnglishが始まる。本号にはそれぞれのコースの教育内容が反映
された「文字と政治」，「英語教育」，「世界情報」，「人材育成の国際比較」をテーマにした4本の論
文が掲載され，教員の研究分野の多様性が示された。（フフバートル）
福祉社会学科では，今年度3人の新しい教員をお迎えすることになった。それぞれの専門分野が，
高齢者福祉，就労支援，福祉法制など多彩である。福祉社会という言葉が学界でも使用されるよう
に，従来の福祉観から多様な福祉国家，福祉社会の在り方が議論され，制度政策，実践の在り方，
専門職と市民の関係など，転換期を迎えている。このたびの荻野先生の論文は福祉に法学という立
場で臨む期待の論文である。法学と臨床は時に対立する。学科にも新たな刺激が加わるものであ
る。（高橋）
初等教育学科からは今号へ1本の投稿があり，厳正な査読を経て掲載となった。ご執筆，ご査読
の先生方に御礼申し上げる。初等教育学科の学生たちは「児童教育コース」「幼児教育コース」の
両コースで，単に免許資格の取得にとどまらず，教育にかかわる幅広い教養と知識技術を身に
着けるべく生き生きと学んでいる。また豊富な短期実習のほか，望秀学寮での「館山プログラム」
やボストン昭和での「アメリカ初等教育演習」など，実際の教育現場に触れて学ぶ数多い機会は学
生たちを大きく成長させている。保護者や地域とも連携できる，実力ある保育教育者の養成を今
後も進めていく所存である。（平野）
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